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   開     議 

 

 

○蒲生光男議長 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、14番、大沼 

久議員の１名であります。よって、ただいまの

出席議員は定足数に達しております。 

 なお、大滝昌利教育長から、本日の会議を欠

席させてほしい旨の届け出があり、許可いたし

ましたので、ご報告いたします。また、宇津木

正紀市民課長が欠席のため、児玉行宏市民窓口

主幹が出席しておりますので、ご報告いたしま

す。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

２号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○蒲生光男議長 日程第１、市政一般に関する質

問を行います。 

 なお、質問の時間は、答弁を含めて、60分以

内となっておりますので、ご協力をお願いいた

します。 

 それでは順次、ご指名いたします。 

 

 

 今泉春江議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 順位１番、議席番号４番、今泉

春江議員。 

  （４番今泉春江議員登壇） 

○４番 今泉春江議員 皆様、おはようございま

す。日本共産党の今泉春江でございます。 

 環太平洋連携協定（ＴＰＰ）参加に対する市

の対応と長井市住宅新・増改築補助金制度改善

についての２件について質問いたします。 

 初に、環太平洋連携協定（ＴＰＰ）参加に

対する市の対応について質問いたします。 

 今、環太平洋連携協定（ＴＰＰ）への参加が

日本にとっても、この長井市にとっても重大な

問題になっています。 

 そこで、第１にお聞きしたいのは、ＴＰＰへ

の参加について、市長はどのように受けとめ、

どのように対応されるかという点です。 

 ご承知のように、ＴＰＰは06年、シンガポー

ル、ブルネイ、チリ、ニュージーランドの４カ

国が結んだ貿易協定ですが、これにアメリカ、

オーストラリア、ベトナム、マレーシア、ペル

ーの５カ国が参加したいと交渉をしているもの

です。 

 ＴＰＰには大原則が２つあり、参加国はこれ

を守らなければなりません。１つは、すべての

関税をゼロにするということと、もう一つは、

非関税障壁、つまり貿易その他の規制を撤廃す

ることです。そして、見逃せないのは、これを

中心になって進めているのがアメリカだという

ことです。 

 民主党野田政権は、これに参加したいとアメ

リカや関係国に申し入れました。参加するには、

この２つの原則を認め、全参加国の承認を得な

ければなりません。この場合、アメリカの承認

を得るには、政府の一存だけではだめで、アメ

リカ議会の承認が必要となります。 

 問題は、すべての関税がゼロになったらどう

なるかということです。真っ先に国民の命に直

結する食と農業が破壊されます。農水省の試算

でも、日本の米生産は90％がだめになり、他の

農産物も畜産も林業も漁業も壊滅的な打撃を受

けるとしています。 

 この結果、日本の食料自給率は現在の39％か




